
2014/7/24 hem 

１．IRC、掲示板への反応 

 

・設計図（試験用の製作を見込んでいた真空チャンバー） 

・SOMESATについての概要説明 

・会員名簿のフォーム 

・会則の草案 

・試験結果報告書のフォーム案 

 

などがありこれを見る限り、組織としての成果物をこうやって残そうと言う当時の考えが

見えてきます。 

 

会則、会員名簿等についてですが、まだ個人で保管はしています。（その後リバイスも何度

か） 

当時は、「こういう活動ならこんなものが必要では」と各人が自己の経験からめいめい作成

しては出していたものの、会として様式を定め、暦年で蓄積、参照できる状況にする事へ

の意識が少なく、「それっぽい物」どまりで終わっていた記憶があります。（そしてその後、

SOMESATでの活動の中心はイベント出展へとシフトしてゆく） 

 

 

 

２．原因の確からしさについての確認と対策 

 

※以下は、hem の視点からなぜなぜ分析を試行、対策案までを（案）として記載するもの

である。 

 

１．目標がないから何をしていいかわからない 

(ア) なぜ：目標が何かわからない 

① なぜ： 目標について調べていない 

→×自分で開発する以上、自分の担当したい範囲は知っているはず（要素開

発であっても） 

② なぜ：直近の目標はともかく、目の前の目標以外の目標（関連分野、次のレ

ベルでのイベント、最終的なゴールまでの流れ）などがわからないので、他

に今何をする必要があるか、次に何をするかがわからない（実例：新人が来

ても、誰も何をやってほしいかも言えない状況） 

1. なぜ：プロジェクト全体の過程や進捗が可視化されていない（実際ない） 



(ア) なぜ：過去にプロジェクト全体を可視化する試みはあり、枠組みは

示されたものの、実態の開発と全体案を結び付け、組み替える作業

が行われなかった（実例：超電磁 P案、ezshooter案がそのまま立ち

消え） 

① なぜ：誰も担当者がいなかった。（実例：誰しもが自分の開発を

進める意識が強く、全体案との調整の場が持たれることもなく

（開発の報告や新規の提案、未解決の課題の議論に終始）、その

内開発報告自体が停滞化した）（終） 

 

根本原因(案)：目標を確認するために必要なプロジェクトの全体案の確立及び全体案の開発

状況に合わせた修正や組み換えについて、誰も担当しなかったから。 

 

２．手順がないから１ページ目からつまづく 

(ア) なぜ：直近の目標はともかく、目の前の目標以外の目標（関連分野、次のレベル

でのイベント、最終的なゴールまでの流れ）などがわからないので、今の開発を

どこまで仕上げるか、次に何をするかがわからない（実例：各個人の宣言以外開

発の終了も状況もわからない現状） 

① なぜ：プロジェクト全体の過程や、今取り掛かるべき課題が可視化されてい

ない（実際ない） 

1. なぜ：そもそも SOMESAT のメンバーは未経験者が殆どのため、（各人

の企業での製造業の経験があったとしても）プロジェクト全体の状況把

握方法や報告のノウハウが共有されて無い（実例：誰かが報告方法や進

捗管理や報告様式を作ったとしても、定着しなかった） 

(ア) なぜ：情報共有進捗管理や報告等のルール作りに成功していない（実

例：IRC で報告があっても、過去を参照する方法や今後の予定が見

えない現状）（終） 

 

根本原因(案)：今手を付けるものが何かという現状を確認するために必要なもの（プロジェ

クトの全体案、報告や進捗確認のルール）の作成について、全員の共有したルールがなく、

可視化できていないから。 

 

３．中心人物がいなくなって衰退 

(ア) なぜ：中心人物が取りまとめ、進捗管理を進めることで、初期のプロジェクトは

進行していたから（実例：Denziさんの毎回のまとめと修正） 

① なぜ：全体の進捗管理について、中心人物以外に代われる人間が当初おらず、

その後も新しい中心人物、分担制による管理のどちらも成功しなかったから



（実例：Denziさん脱退後の開発の停滞、wikiの更新停滞） 

1. なぜ：メンバーは基本的に全員自分の担当分野を持っており、（必要性を

理解していたとしても）進捗管理について代行する余裕がなかったから 

(ア) なぜ：進捗管理は（ある程度把握している一部のメンバーを除き）

自分の興味のある分野以外についても把握し、管理する必要がある

ことから、自分の開発以外の負担になるから（実例：） 

① なぜ： SOMESAT の多くのメンバーは「自分のやりたい開発」

の為に集まっているのが根本のため、他分野の優先順位がどう

しても下がるから 

 

根本原因：自分のやりたい開発を止めてまで進捗管理に専念する人間がおらず、結果的に

進捗管理が放置されたから。 

 

 

↓以下に対策案 

 

根本原因(案)：目標を確認するために必要なプロジェクトの全体案の確立及び全体案の開発

状況に合わせた修正や組み換えについて、誰も担当しなかったから。 

→（組織として）プロジェクト全体案の担当者を設定し、全体案の確立と進捗に合わせた

修正に専任で従事させる。 

→（メンバーとして）担当者と協議し、実態に見合った全体案への改定に協力する 

 

根本原因(案)：今手を付けるものが何かという現状を確認するために必要なもの（プロジェ

クトの全体案、報告や進捗確認のルール）の作成について、全員の共有したルールがなく、

可視化できていないから。 

→（組織として）必要なものについて確定し、現状を全員が見られる形に編集、公開する。

（必要であれば、専任の担当者を選定する） 

→（メンバーとして）自分の過去の履歴、現状について余すところなく公開し、何をした

か、何をしてないかにつて明確にする。 

 

根本原因：自分のやりたい開発を止めてまで進捗管理に専念する人間がおらず、結果的に

進捗管理が放置されたから。 

→（組織として）進捗管理を全体で行えない以上、専任の担当者を設置して、管理する 

→（メンバーとして）進捗管理が各人で自主的に進められるようにするために、日々の進

捗報告と共に自動化のための準備を進める 

 



対策案の当面の実施方法について 

 

・プロジェクト全体案について 

 

・現状把握について 

過去に、「今の状況がわからない」という事で各人の MTG、掲示板ログを自分で引っ張り

出して、ソートできるようにした資料があります。（２０１３年１年分のみ） 

 

これをさらに追加してゆくことで、過去の各人の履歴は蓄積されるので、 

ここから編集、整理、加除を加えたうえで wiki等に掲載し、公開すれば、現状把握のため

の基礎資料にはなると考えられます。 

（１週間に２～３週が限界なので、２００９年までさかのぼるにはそれなりに時間を要し

ますが） 

 

・進捗管理担当者について 

法人化にせよ、経理問題にせよ、組織の実態が固まらない事にはあやふやにしかすすめら

れない事を考えると、 

今一度、事務系としての検討を一度停止し、上記現状把握・進捗管理などに専念すること

が、自分の本来業務たる事務作業の地盤固めの為にも不可欠なのでは…? 

と先日 sizuyaさんとの skypeチャット中に考えたり。 

  


